




























































































Abstracts of the 27th Meeting of Yamagata
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のであり、これにより閾値判定の感度が増し、検査時間の短縮が図
れる。ASSRは、正弦波的振幅変調音を用いると周波数特異性の高
い反応となり、周波数ごとの聴力レベルが推定可能となる。40Hz 
ASSRは成人覚醒時に適応となるが、睡眠時には反応性が悪化する
ので、幼児睡眠時には80Hz ASSRが適応となる。40Hz ASSRは聴性
脳幹反応の、80Hz ASSRは聴性中間潜時反応のsteady-state version
と考えられているが、その根拠について論じ、４つの周波数を一度
に検査できるMASTER遺について解説すると共に、最近教室で取り
組んでいるASSRによる補充現象の検査についても述べ、教室にお
けるASSR研究の過程について概説する。
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